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近
江
八
幡
市
島
町
・
北
津
田
町
を

　

訪
ね
て

 　

近
江
八
幡
市
街
の
北
か
ら
琵
琶
湖
に
突
き

出
し
た
半
島
、
こ
の
半
島
は
も
と
も
と
島
で

あ
り
、
付
近
一
帯
は
大
嶋
郷
と
呼
ば
れ
、
そ

の
奥
の
方
、
現
在
の
近
江
八
幡
市
島
町
に

 
奥
島
 荘
と
い
う
荘
園
が
置
か
れ
て
い
た
。

お
き
つ
し
ま

　

Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
か
ら
長
命
寺
行
き
の
バ

ス
で
お
よ
そ
二
十
分
、
西
国
三
十
一
番
札
所

と
し
て
知
ら
れ
る
長
命
寺
と
水
郷
め
ぐ
り
の

舟
乗
り
場
の
あ
い
だ
に
、生
活
の
場
で
あ
る
、

島
と
北
津
田
の
集
落
は
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず

ん
で
い
る
。
今
も
こ
こ
に
鎮
座
す
る
大
嶋
神

社
・ 
奥
津
嶋 
神
社
は
、
奥
島
荘
の
鎮
守
で
あ

お
き
つ
し
ま

り
、
中
世
の
村
人
の
結
合
の
中
心
で
も
あ
っ

た
。
観
光
地
で
は
な
い
た
め
、
訪
れ
る
人
も

ま
れ
で
あ
る
が
、
境
内
は
き
れ
い
に
掃
き
清

め
ら
れ
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
境
内

に
は
ム
ベ
と
呼
ば
れ
る
ア
ケ
ビ
科
の
木
が
あ

り
、
そ
の
実
は
天
智
天
皇
に
献
上
さ
れ
て
い

た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。

　

こ
こ
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の
数
百
点
に

の
ぼ
る
文
書
が
残
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
の

奥
島
荘
と
隣
接
す
る
北
津
田
荘
の
人
々
が
関

わ
っ
た
神
事
、
村
掟
、�   
漁
業
な
ど
に
つ
い

え
り

て
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
史
料
は
鎌

倉
時
代
末
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
畿
内
と

そ
の
周
辺
に
見
ら
れ
た
自
治
的
な
村
落
、
惣

の
存
在
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
現
在

こ
の
「
大
嶋
神
社
・
奥
津
嶋
神
社
文
書
」
は

経
済
学
部
附
属
史
料
館
に
委
託
さ
れ
て
お

り
、
史
料
館
の
手
に
よ
っ
て
活
字
化
も
さ
れ

一
、
厳
し
さ
増
す
教
育
環
境

　

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
長
期
不
況
、
税
収

不
足
に
よ
る
国
・
地
方
公
共
団
体
の
巨
額
の

財
政
赤
字
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
産
業

構
造
転
換
に
立
ち
遅
れ
た
日
本
企
業
の
再
生

問
題
、
雇
用
環
境
の
悪
化
等
々
、
大
学
を
取

り
巻
く
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
文
部
科
学
省
は
、
平
成

十
三
年
六
月
「
大
学
（
国
立
大
学
）
の
構
造

改
革
の
方
針
」
お
よ
び
「
大
学
を
起
点
と
す

る
日
本
経
済
活
性
化
の
た
め
の
構
造
改
革
プ

ラ
ン
」
を
公
表
し
、
活
力
に
富
み
国
際
競
争

力
の
あ
る
大
学
づ
く
り
と
「
ト
ッ
プ　

」
大

３０

学
の
育
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
当
面
「
ト
ッ
プ　

」
候
補
は
、
大

３０

学
院
に
博
士
課
程
の
あ
る
大
学
と
し
、
重
点

的
な
資
源
配
分
を
す
る
と
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
批
判
も
あ
り
ま
す
が
、

滋
賀
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
は
、
研
究

の
完
結
と
も
い
え
る
博
士
課
程
新
設
に
向
け

て
平
成
十
一
年
よ
り
以
下
の
よ
う
に
地
道
な

努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

二
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専
攻（
修
士

　
　

課
程
）の
新
設（
平
成
十
三
年
四
月
）

　

本
研
究
科
は
昭
和
四
十
八
年
九
月
、
経
済

学
専
攻
（
定
員
二
十
名
）
と
経
営
学
専
攻
（
定

員
二
十
名
）
を
持
つ
修
士
課
程
と
し
て
発
足

し
、
以
来
二
百
数
十
名
の
有
為
の
人
材
を
育

成
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化
に
対

応
し
た
新
専
攻
へ
の
強
い
社
会
的
要
請
に
応

え
る
た
め
、
関
西
発
の
体
系
的
な
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
教
育
・
研
究
課
程
が
、
平
成
十
一
年

か
ら
十
二
年
の
文
部
省
（
当
時
）
折
衝
で
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
専
攻
（
定
員
十

名
）」
の
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
の
新
設
で
、

経
済
学
研
究
科
の
教
育
・

研
究
の
裾
野
を
拡
げ
る

こ
と
に
寄
与
し
ま
し
た
。

三
、京
都
駅
隣
り
で
の
サ

　
 
テ
ラ
イ
ト
教
室
開
設

　

さ
ら
に
平
成
十
三
年

十
月
か
ら
は
、彦
根
の
地

理
的
不
便
さ
を
克
服
し

て
、
大
阪
・
京
都
・
大
津

の
社
会
人
大
学
院
生
の

勉
学
の
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
、
京
都
駅
か
ら
一
分
の
と
こ

ろ
に
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
土
曜

日
に
開
設
し
好
評
で
し
た
。
平

成
十
四
年
四
月
か
ら
は
、
山
科
駅
前
に
移
転

し
、
火
・
金
曜
（
夜
間
）、
土
曜
（
全
日
）
に

拡
大
・
充
実
さ
せ
、
講
義
数
も
増
加
し
ま
す
。

四
、
連
携
大
学
院
の
発
足
（
平
成
十
四
年

　
　

四
月
）

　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
は
、
彦
根
高
商
以
来

の
伝
統
で
「
実
学
」
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、

大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
お
い
て
も
理
論
だ

け
で
な
く
、
生
き
た
事
例
を
教
育
・
研
究
に

取
り
入
れ
る
た
め
、
日
本
最
大
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
あ
る
株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
と

学
術
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
四

月
か
ら
は
、
経
営
学
専
攻
に
野
村
総
合
研
究

所
か
ら
客
員
教
授
二
名
と
客
員
助
教
授
一
名

が
国
費
で
派
遣
さ
れ
、
間
接
的
に
ハ
ー
バ
ー

ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
教
材
も
利
用

可
能
と
な
り
ま
す
。

五
、
博
士
課
程
新
設
へ
の
着
手

　

以
上
の
よ
う
に
、
あ
し
か
け
四
年
間
の
諸

条
件
の
整
備
・
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、
平
成

十
四
年
二
月
、
文
部
科
学
省
と
「
自
立
し
た

研
究
能
力
溢
れ
る
高
度
専
門
職
業
人
」
養
成

の
た
め
の
博
士
課
程
設
置
の
第
一
回
目
の
折

衝
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
実
現
ま
で
に
は
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
全
学
の
総
力
で

新
設
に
到
達
し
た
い
も
の
で
す
。

　

大
学
院
経
済
学
研
究
科

大
学
院
制
度
検
討
委
員
会
委
員
長　

　

有
馬 
敏
則　

　

大
学
院
経
済
学
研
究
科
の
動
き 
― 
連
携
大
学
院 
―
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